
【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

）

□あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

）

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

事 務 事 業 名

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
□任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

担 当 部 担 当 課 担 当 課 長

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　□目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）レベル1（柱） レベル2（施策）

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

（

（

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　□達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

）

事務事業の名称
□ソフト　＝　市民や事業所などに対してソフト的な行政サービスを提供する事務事業。
□窓口ソフト　＝　特に市役所の窓口においてサービスを提供する場合がほとんどの事
務事業。
□施設の管理・運営　＝　外部の公共施設の管理・運営を目的とした事務事業。
□補助・助成　＝　事業者や各種団体、市民が行う様々な活動・取組に対して経済的な
支援を行う事務事業。
□ハード　＝　公共事業、施設建設など土木・建設に関する事務事業。
□内部管理　＝　総務、企画、財政などの主に庁内に対する管理サービスに関する事務
事業。
□その他　＝　上記の6つの種別に該当しない事務事業。

第３次小金井市基本構想後期基本計画の「施策の体系」における事務事業の位置づけをレベル１～４で記入。

□全部直営　＝　市役所の職員が自ら直接実施。
□一部委託　＝　民間事業者などへ業務の一部を委託
　　　　　　　　→委託先を（□公共的団体　□民間）から選択
□全部委託　＝　民間事業者などへ業務のほとんど全てを委託
　　　　　　　　→委託先を（□公共的団体　□民間）から選択。指定管理者制度も含みます。

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値

実績値

実績値指
標
１

活
動
量

目標値

成
果

名称

説明

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

0 0

当初予算額

決算額

0 0 0

#DIV/0!#DIV/0!

一般職員人件費 0 0 0

一般職員工数(人/年)

0

0 0 0

再任用職員工数(人/年)

嘱託職員人件費

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③)

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.000 0.000 0.000

0 0 0

純支出額　C(A-B) 0 0 0

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④)

執行率

事務事業に従事した一般職員の工数（人／年）を記入。
職員工数とは職員の労働時間の単位であり、職員1人の年間の総労働時
間を１．０（年間の勤務日数は２３０日として算出）として、事業の実施にか
かった人手の量を小数点第３位までで表す。

この事務事業を実施するための年間の総支出額

この事務事業に対する年間の総収入額

活動量（平成23年度の活動量の方針）
□拡大　＝　事業を拡大する。
□現状　＝　現状のまま、事業を継続する。
□縮小　＝　事業を縮小する。
□要改善　＝　事業の実施方法等に改善を要する。
□廃止　＝　事業を廃止する。
□委託化　＝　事業の全部又は一部を新たに委託する。
□協働化　＝　事業実施に当たり、市民協働等の手法を取り入れる。
□情報化　＝　事業実施に当たり、システム導入等で効率化を図る。

予算（平成22年度と比較した平成23年度の予算の方
針）
□拡大　＝　予算を増額して要求する。
□現状　＝　現状のまま、予算要求する。
□縮小　＝　予算を減額して要求する。
□廃止　＝　事業を廃止し予算要求しない。



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

平成２２年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２１年度事業）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価

第１次評価を踏まえて、
第２次評価チーム（他課の課長・課長補佐職によって構成）が
行った評価結果を記入。
第２次評価対象となった事務事業のみ記載しています。

第１次評価、第２次評価を踏まえて、行政評価会議（部長職
者で構成される会議）が行った最終的な評価結果を記入。
第３次評価対象となった事務事業のみ記載しています。


